







フ ン ペ パ ヮ 
(8A)@ HUNPEPAWA クジラの頭から 
K 匿名㏍鵜川筋 )) 
サ タ モ 
sat 町Ⅱ0 平賀 サダ ( サダ モ )(( 福満)) 
サタモ Satamo  :   タ taneC ホチイェⅡ ye クスネ kusu  neupopo ウポポ サダモ ( 前置き ): 今から 
アナク ネ、 テ エタカネ、 ネウ ンアンクス  私たちが歌 う ウポポは 、
an 荻 Ile,teetakane,neun  ankusu,  昔 むかし、 どういうわけ 
ウネノアイヌ uneno  aynu  newa,uramantepatek, ネワ、 ウラマンテパテク、 か、 同じアイヌ同士で 襲 
撃し合ってばかりいて、 
ウコモシ uom0S ak  レウナラ、 Ⅰ て ewna ブ a,uk0lworewna ウ コイウォレウナラ て 自分の土地は人にやりた 
くないとか、 自分の猟場 
5  稔etap  タ フ kusu7kotan  クス・ コタ /  ルン、 て un@cLk0 チコロ で は人にやりたくないとか 
コタン 2 ム コ エコンパ ルスイ クシ 
  otannumk00k0mpa で usuykus のために、 私たちの村を 
大勢で囲んで 攻めようと 
ふ登 y@vyak ま ，、 点ゑ紺も >uf7y.7>runuta, ァニふ k  やってきたことに 村人は 
気 づかなかったとき、 昔 
エラミ e 「 amlSka シカリ 「lhlta,teetah イタ、 テ エタフ 丘 チ cCl,lwan 、 イワ のおばあ さん、 六代にわ 
たって生きたおぱあ さん 
ナ aynu イヌイキリエ 比丘 eposo ポソプ り h チ、 丘cl,ast アス ラ 肛荻ニハウェ Ⅱ hawe 
が、 次のように言って 急、 1) 六 という数はたくさん 
エ不 ア二   を表す。 六代にわたって 
l0enea ㎜㎡ ， を 知らせました 0 生きたとは、 たいへん 長 
生きしたこと 0 
  ，エチ "eci=mok6rwaeci-nk モコロワ エチオ カ ルウェ 在 ruw he ヘ 「あ なたたちは眠っている 
のか。 もうまもなく、 こ 
アン an?tanetane,tan ? タネタみ 、 タン ア a=korkotan@  コロコタン の 私たちの村が 、 取り 囲 
フス 4 コ エコモ、 ヌ ムコ エウチウ アン まれる、 もうぐるりと 取
a,numkoekomo,numkoewciw=an  0 巻かれてしまっぞいる 
マ オカアン ルウェ ネ ナ、 ホクレ のだから、 さあ 急いで、 
wa oka-an ruwe ne na, hokure 
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クナク ハヨク ヤン ! " 
kuna 丘 hay0k  yant リ 



















































2) 直訳すると ( 言葉を後 
ろから通す ) 、 人にわか 
らないような 言い方。 
3)horipi ホリピ (踊る 






の 、 足 ふきのあ るあ た 
り。 
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フン ペパ   クト ウカン 
hunpe-pawak 廿 tukan  @ クジラの頭から 殺していけ。 
トゥイマ サイクルサイクシテ 
tuymasaykursaykus し 2  遠くから来た 大勢のものに 
とり囲まれている。 
タ ラブ  ノ カ タ ンチウ 
t 町 ap-sokat 打 eclw    眠っているうちにさされるぞ 0 
フン ペ パ フ クト ウカン 
hunp 巳IPawaku こ抽 kan   クジラの頭から 殺していけ。 
トウイマサイクルサイク・ ンテ 
① ymasaykursay ㎞ ste  遠くから来た 大勢のものに 
とり囲まれている。 
タラプソ カ クレ チ タ 
は ㎎ p-sokat 町 eciw  3  眠っているうちにさされるぞ。 
フン ベパ フ クトゥ カン 
hunpe-pawa ㎞ こ抽 kan  @  クジラの頭から 殺していけ。 
トウ ィマサイクルサィクシテ 
抽 ymasaykursay ㎞ ste  2  遠くから来た 大勢のものに 
とり囲まれている。 
タラプソ   タ ンチ ウ 
帥 ap-S@okat 町 eciw  3  目 反 っているうちにさされるぞ。 
サタモ ノマク / 
Sat 卸lo:p 荻 Ⅱ。  サダモ : もういい。 




また後に次のようにも 訳した : 
「クジラが群れになって 来ている。 
遠くから来た 人たちがぐる 一り 囲んでいる。 
それを知らないでお 前たちみんな 眠っているのか、 部落の人たちみんなれ 
ているとこやられるのか。 」 
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